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行列模型が，ゲージ理論を０次元まで次元縮小化したラージN リデュース模型であることは昔か
らよく知られている [1]．ただし，この関係は平面な空間上のゲージ理論と行列模型との関係であ
る．今回，私たちが注目したのは曲がった空間上のゲージ理論と行列模型との関係である．特に，
３次元球面上の超対称ゲージ理論とプレーン・ウェーヴ行列模型と呼ばれる時間方向を１次元だ
け含む行列模型 [2] との関係について調べた．
まず，私たちはプレーン・ウェーヴ行列模型から３次元球面上の超対称ゲージ理論の作用を，あ

るラージN 極限をとることで導いた．さらに，そのプレーン・ウェーヴ行列模型の時間方向を周
期 β = 1/T で S1 コンパクト化し，その古典解である３次元球面まわりの有効作用W を２‐ルー
プまで求めた：
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ここで，この式の第１項目と第３項目が１‐ループの計算結果から得られる寄与で，第２項目が
２‐ループの計算結果から得られる寄与である．この有効作用を求める際に用いた背景場は，伊
敷‐島崎‐高山‐土屋氏らの研究による，SU(2)の既約表現を対角線上に並べた行列であらわさ
れる３次元球面である [3]．この結果というのは，まさに有限温度系における３次元球面上の超対
称ゲージ理論の自由エネルギー密度にパラメータ βをかけた式そのものである．
よって，今回の私たちの研究から得られた結果というのは，プレーン・ウェーヴ行列模型が３次

元球面上の超対称ゲージ理論のラージN リデュース模型であるということの非自明な証明になっ
ていると考えられる．
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